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   This report deals with a case of ureteral polyp observed in a 16-year-old male who had 

a chief complaint of asymptomatic hematuria. A brief discussion was made on the disorder 
so far reported in domestic literatures. The case was found to be the seventh reported case 

and to be the youngest one.

　　　　　　　　 緒　 　 　 　論

　 原発性尿管 腫瘍は他の泌尿器科臓器の腫瘍に

比 して 従 来 より 非常 に 稀 な もの と されてい る

が,近 年 かな り多 くの報告 がみ られ る様 になつ

て来 た.本 邦 に於 て尿管悪性腫瘍 は110例 余 に

昇 り就中 良性腫瘍 は55例 の報告 を見 る.こ の中

尿管 ポ リープは1949年 中 野の報告以来最近迄 に

12例 を数 えているのみ で未だ稀有 な疾患 と云 え

る.著 者 も比較的 巨大 な尿管 ポ リープの1例 を

経験 したので之 を報告 し,併 せ些 かの考按 を加

えたい.

　　　　　　　　 症　　　　 例

　患者=16才,男 子,学 生.

　主訴;血 尿.

　既往歴,家 族歴:特 記すべきものはない.

　現病歴=約10日 前何ら誘因なく突然大量の血尿があ

り3日 間続いた.以 後も軽度の血尿を認めているが,

全身状態は異常なく特に腹痛,排 尿障害も訴えていな

い.昭 和35年5月1日 当科受診,泌 尿器科的検査の後

直ちに入院した.

　現症=体 格,栄 養中等度,胸 部打聴診異常なし.

　血液所見;赤 血球315万,Hb　 82%,白 血 球7700.

泌尿器科的所見:両 腎は触知不能,左 尿管走行の鵬

部左側に圧痛あ り,膀 胱部は異常なし.

尿所見:肉 眼的に血尿で沈渣にて無数の赤血球,白

血球も多数認める.

膀胱鏡所見:左 尿管口附近に軽度 発赤を 認める以

外,他 の膀胱粘膜は全 く正常.青 排泄右側正常,左 側

は15分 経過するも排泄を認めない.尿 管カテーテルは

左側約15cmの 所で抵抗を感じ挿入を妨げた.

逆 行性腎孟撮影による腎孟レ線像は右側は正常,左

側は尿管上方約1/3の 所が屈曲し爽状に拡大してお り

腎孟像は写し得なかつた(図1)

治療 及び経過:腰 椎麻酔にてBergman-lsraelの

皮膚切開にて腎に達した.腎 の位置,大 きさは正常で

あつた,尿 管は腎下極約5cmの 所で急に大きくな り

蛇行状の屈曲を示していた.こ の部の腫瘤は弾力性硬

で下方迄触知出来なかつたので,皮 膚切開を傍腹直切

開で約8cm下 方に延長し尿管下端の正常に近い部分

迄求めて結紮切断した,更 に尿管の大部分と共に腎摘

除術を施行した.

術後約3週 間で創部は一次的治癒の後退院した.

摘出尿管は約20cmで 腎孟より8cmの 所で有茎

性,黄 色,20数 ケの樹枝状に分岐して増殖したポ リ■一・■

プがあり,先 端は 出血し黒色に 変色していた .長 さ

7cm,重 さ4.89で あつた.同 部の尿管はやや蒼白色
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で浮腫状を呈していた(図2)摘 出腎1959で 割面

は軽度水腎症の所見を呈した.

病理組織学的所見:腫 瘍は尿管の内腔に向い不規則

に突出してお り,移 行上皮に覆われて血管が豊富であ

り粗麩な結締織より成つていて,浮 腫が著しく一部出

血巣も見られるが上皮の悪性変化像は全 く認められな

い(図3～5)

考 按

尿管腫瘍は1841年Rayerが 剖 検 例 より最初

報告 して以来,良 性腫瘍 はLebert(1861)の

Polypoidfibrom,悪 性 腫瘍ではWising&Blix

(1878)の 尿 管癌 の 報告がそれぞれ 第1例 であ

る.Scottは1950年 迄 の240例,Abeshouseは

1956年454例 を集 めて文献的考察 を行 なつ てい

る.

本 邦に於 ては高橋(1920)が 乳 頭腫を報告 し

たのが最初で あ り,永 井 ・皆見(1958),近 く

は内倉(1961),北 山 ・本郷(1962)の 統 計的

観察が行われ ている.

尿 管ポ リープに関 しては中野(1949)の 報 告

を嗜i矢として最近迄に12例 の文 献記載 がある.

そ の大 半の9例 は1960年 以降 の報告 で増加 の傾

向に ある.

ポ リー プは内腔 に突 出した有茎性の腫瘍 を意

味 し,そ の成因 には迷芽説 も上げ られ てい るが

尿管粘膜 に於け る慢性炎症又 は機械的刺激に加

うるに 不可逆性 の 茎捻転 が 考 え られ てい る.

Pollakは そ の本態は 粘膜の 正常構成要素 よ り

成 る浮腫性結締織で あると述べていて一般に容

れ られ ている.従 つ てポ リープを腫瘍 と見 るに

は疑義が あるが臨床 上ポ リープが次第に増 大 し

て来た時は尿管腫瘍 と同 じ症 状を呈 して来 る.

藪 に 自験例を含めて本邦報 告例について述べ

ると,

年 令別:最 低年16才,最 高年52才 で あ り,40

才 台4例 で最 も多 く他 は30才 台3例,10才 及 び

50才 台 がそれぞれ2例,20才 台1例 であつた.

10才 以 下の幼年及 び60才 以上 の老令者 には1例

もな くその間 の各年台に分布 していて癌 に見 ら

れ る様 な著 明な好発年令 はない.

性 別:男 子6例,女 子6例 で 相半ば してい

る.

発 生部位:患 側 は右 側5例,左 側7例 で部位

は尿管下部1/3・8例,中 間1/3・2例,上 部1/3・1

例,不 明1で 下部1/3が 最 も多 く,好 発部位 と

云え る.之 は 同じ く尿管腫 瘍全体 について見 る

と尿管下 部1/3の 発生 率はAbeshouse74.4%,

Scott62.6%,本 邦 例 内倉57%,北 山等40.6%

で い ずれ も同部 に最 も多 く,し か も高率 に発生

してい る.

臨床症状:諸 家の報告によると尿管腫瘍は血

尿,疹 痛,腫瘤形成を主要症状 としているが血尿

は良悪性を問わず高率に出現 しておりポ リープ

に関する本邦報告例では4例 が主訴とし顕微鏡

的血尿 も2例 ある.疹 痛は下腹部痛,腰 痛 とし

て現われ4例 に認めている.腫 瘤形成について

は腫瘤そのものを腹壁,直 腸或いは膣 より触診

し得る事は殆んど稀で,水 腎性に肥大 した腎を

腫瘤として触れることが多い 膀胱鏡にて腫瘤

を直視出来たものは尿管腫瘍についてSenger

は16%,Lowsley&Kirwin25%,管 野 ・加

藤39%と して報告している.本 邦ポ リープ例に

ついて見れば6例 を数え半数に認めている.特

異な例 として女子に於ける排尿時尿線中絶,尿

閉を訴え腫瘤が外尿道口に脱出した症例が2例

あり,い ずれも10数cmに 及ぶ長い有茎性の

もので膀胱を経て尿道に嵌屯 したことは蓋 し推

測出来る.外 国文献ではPollakの 報告した1

例のみである.そ の他尿意頻数3例,排 尿痛1

例があるが下部尿路の感染又は有茎性腫瘤に よ

る粘膜刺激症状 と考えられる.

診断;本 症は特異な臨床症状を呈 さず術前 の

診断は困難であるが病歴,一 般理学的所見より

腎,腎 孟,尿 管等の腫瘍の疑診がある時は泌尿

器科的精密検査が必要である.膀 胱鏡検査での

尿管 口より突出した腫瘤の直視,尿 管収縮運動

に関係のない尿管口よりの血尿,又Kraft現

象等は有力な診断所見 となる.尿 管カテーテ リ

スムスも欠かせない検査法であり,腫 瘍発生部

位の抵抗により上方への挿入困難又は不能の場

合のChevassuMock現 象,更 にMarian現

象が証明され得れば之等は本症の診断の根拠 と

なり得る・ レ線的に経静脈性腎孟撮影は患側腎

機能の判定・水腎症・水尿管症等の察知に止つ
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ており,逆 行性腎孟尿管撮影にてポ リープによ

る陰影欠損像を確診し得ている報告は見ない.

西村 ・金沢はBallooncatheterを 用いて造影

剤の注入法を試みて目的を達 している。又百瀬

等は経皮的腎孟撮影法を施行 しているが確診を

得るには梢々困難な様である.

治療:現 在迄に本症の治療は経尿道的電気凝

固術,腎 尿管摘除術時に膀胱部分切除術が行わ

れている.百 瀬他は腎痩術後尿管膀胱吻合術を

行い,東 福寺,石 川は尿管膀胱再移植 し江本は

尿管端々吻合術を施行 している.本 症は予後の

良好であることより,最 近では患側腎の保存に

努める様な傾向にある.

結 語

無症候性血尿を主訴 とした16才 男子の尿管ポ

リ ー プ 症 例 を 報 告 し,簡 単 に 本 邦 の 交 献 的 考 察

を 加 え た.本 症 例 は 本 邦 第7例 に 相 当 し 最 若 年

の 症 例 で あ る.
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